
第３５回教育委員会報告書 

 

日 時 : 令和５年９月１２日 (火)  午後２時 30 分～午後４時００分 

場 所 : 特殊陶業市民会館 第 2 会議室   

出席者 ：別紙のとおり ９ 名出席  

議 題  ：  

飯島圭一 委員長挨拶 

本日は年度末のお忙しい中、お集まり頂き有難うございます。 

今回は 2 つの議題について検討していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

  

その後、委員長が議長となり議題に入った。 

 

１． 高度化自動車車体整備士技能講習会の開催について 

（案）のとおり実施する。 

   日時：令和 5 年１２月 10 日 令和 6 年 2 月 6 日（火） 

   受付：9；00～ 開始 9：30～ 

場所：㈱三光社 ㈱エイニーズガレージ 

講師：平岩理事長・飯島副理事長 

定員：各回 50 名 

   参加費用：７，０００円 

 

  会場準備品として、バランスゲージの他に、アライメント計測器も日車協連 

から借用する。 

 

２．特認部会、推奨部会及び教育委員会合同研修会の開催について 

  8 月 30 日に金原特認部会長及び専務理事で、中部運輸局を訪問し以下の予定で 

中部運輸局自動車技術安全部長に講義を依頼した。 

 

日時：11 月２２日（水）14：30～15：30 

  場所：愛知県自動車会館５階会議室 

  講師：中部運輸局自動車技術安全部長 

  講習内容：車体整備事業におけるコンプライアンス及び特定整備について 

      

  ・講義に内容について事前に質問を受け付ける。 

  ・講義時間等について、組合員に集まってもらうには 1 時間では短すぎるため、金原 

   特認部会長と飯島教育委員長により、相談の上講義内容及びの追加の講義について、

改めて検討する。 

 

 ４．その他  

   専務理事より 

・車体整備士二養講習の指導員について、理事長・岩瀬理事・金原監事が担って 



講習を開催している。 

指導員になるにはいろいろ要件があるが、指導員の補助として別紙（様式）を整備 

振興会に届出すれば 2 年間で指導員としての資格が得られるので、今後の指導員 

講を育成するため、協力いていただける方に助員の登録をしていただきたい。 

平岩理事長より 

 ・令和 9 年に整備士の資格制度が見直され、ガソリン・ディーゼルが統合され 

1 級・2 級整備士になり、車体に関しては車体電子制御装置整備になります。 

車体業界の整備士の資格が変わっていく中で、将来この業界に入ってもらえるよう 

皆さんの力を借りてこの業界で活躍していただける方を後押ししていきたい。 

   ・指導員の補助について 2 年間経験すると、指導員の資格が得られるという状況で 

    今後も車体講習を実施していくうえで、指導員としての協力していただける方に 

    力添え頂きたい 

   ・金融庁の調査について、皆さんにご協力いただき１００％の回答を得られました。 

    今大筋で最低料金を日車協連でまとめ、団体交渉の準備を進めているところです。 

 

 

※以上で教育委員会の議事全てが終了したので、１６時００分に閉会した。 


